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「欠損歯列」とその「欠損補綴」を見る目が
本書を読む前と後で変わる！

　補綴治療の目標は「欠損の拡大防止」．それには｢欠損歯列｣＝欠損の

病態に対する診断と，「欠損補綴」＝設計が必要である．両者は家を

建てる土地の条件と家屋の設計に喩えられ，「条件と設計」が一致して

こそ欠損の拡大を防ぐのが可能となる．両者は個別に語られ，総合的に

まとめられることがなかった．本書はその初の試みである．

◆「歯数」「咬合支持数」「受圧
条件」「加圧因子」でケース
の「欠損様式」が見える
◆「宮地の咬合三角」「Eichner
分類」などから欠損の「レベ
ル」が見える
◆「Cummerの分類」で示され
た欠損の「パターン」から，対
応の難易度と将来の崩壊の進
行像「コース」が見える

◆「構造力学的安定」のために
必要な設計のキーが見える
◆現代の主要な補綴臨床家の
理論が網羅的に見える
◆「欠損の拡大を防ぐ」ための
指針が見える

「欠損歯列」を読む

「欠損補綴」を設計する
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部分欠損補綴の「予後判断」と「設計のキー」という
観点に立って，歯科臨床において適切な機能回復が
いかに重要であるかを臨床家に伝えたい

見る目が変わる！  「欠損歯列」の読み方，「欠損補綴」の設計 冊注文します。
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